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警視 店 公安 部 外事 第 一 課長

uausnril 。 上 且
警視庁公安 部外事第一課

司法 警察具

| 挨会社大川原化工 機株式 会 社 らに 対する外国為替 及び外国 所易 法違反 ( 押
話可 燈 田 ) 被疑 事件 につき 、 各専門分野に 料け る 有炭 者 か ら芝 黄 の解釈につい
て 聴取し た 内 容 を 総合した結果は、下 記 のとお り で ある か らち報告 する。

記

1 有戴者 ( 被聴取者 ) か ら の聴取結果

(1 ) 病原体学の有識者

| 人 人 ハハに人
|

平成 29 年 1 月 16 日 付け 、 当 課 語法和員特守 粒 較必 に か か

る 「 聴 取 結果報告書 ( 計請蘭還議大学校 )」 のと お り

(2 ) 病原 性 細菌制御学の 有寺者

丁度に学大 学院 医学 研究 院 人才授

病原性細制御学 理学 博士 加較還還還 人 2
平成 29 年 11- 月 24 日 付け 、 当 課 司 法 等 祭 員全部守 還較較較成 にか か

る 「也取 結果報告書 (人 較誠学 大 学院 医学 研究院 )」 の と お り
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( 供 途朋閉 等 欠 続 用 紙 )

(3 ) 日 本 薬局 方の有 者

平成 29 年 12 月 26 生け 、 当 課司法 敬奈 見 祖較較較作成 に か か る
ー「了取 結果 報告 革 ( 殺 貞 の 解 密 につい て )」 の とおり

- (4) 生物テロ に 関する 有有走者 。 ・... ・」

Ti 学遂 人子 施研穴

本目的 本 -
- 、和出所理名天及び 外国 3 5 角の直定に朱しおき

を定める 者人 (RT 人 という 。)1 所 2 の 9 者
較 のへ に ある ( 了攻 ] に ついて、折半に作る用沖では、
: 放牧の人の和料す る こと 上

と 解雇し て いる と こ ろ、 放 所 を より区 に提える ため。
] 3: 者による条 半 の 解 雪 "oo

格 還 語 。
人物和省人第 2 委 の 箇 1 区第 二 且に 記載され て いる病原生物 を本
して、 そ の感染 能力 を 失わせる こと

(2 ) 還軒 に大 学院 攻 学 研究芝 国置園

貨物 等 省令 第 2 条の 2 第 1 項 第 二 号に記載されて いる 細菌 を 死滅させ

て 、 そ の感殺 能力 を 失わせる こと
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II だ当 っ 旨
装置中の特定 又は 不 特定 多数 の病原 菌等有害な 菌の感染能力を失わ せる

、 た め に死滅させる 若しくは無害化する こと

死滅 とは 、 菌を殺す こ と

無害化 とは、 茜は 種類によ dd 必 光 o 守 水合 池二 めお 引洪 てお
得度まで商 数 を 減少させる こ と

MEI _ RW 目貨物等人第 2 休 の 2 第 1 項第 5 ee
- RE させて最作カ を失わ せる こ を

- | ) 玄人 な人 にっいて

1 に原商 等 の .

1 「人利奈する こ と」については

潮な 曽 と述べ る など、 全ての和夫なな人和あと は 「有 か間
"で ある と捉えている。

に病原 性役生物 を 殺して 、 その本力 を失わ せる こ と |
還 較族 近 流は 、 組 貞を 死 小さ せ て 、 そ の 馬染 能 力を失わ せる こと

仁 々 木 教授は、 感 染 能力 を 失わせる ため に死滅させる 、 若しく は無害 化

する こと、 さ ら に死 犬 とは菌を 殺す こと 、 無 寄化 とは 感染しな い程度まで

略 涯 人 芽 D 噴 fe

国詳近は 、 特定の 微生物をすべて死滅させ て 感染能力 を失わ せる こと

向 。 視 庁 )



| 」 (供述 秋 実等絆 続用紙 )
| 6 と述べるなど、全 て の 有識者が 対象 と する 菌を全て死滅する こと が できれ

| ば 、 感 染 す ること は な く 、 伝 委 能力を 破 壇 したと 言えると 捉えて いる 。
5 結果

| 以上の と お り 、 有者からの隔取 結果 を 基 に 、 殺 菌とは
失器 装置内の 特定又は 不 特定 多数 の 病原 育 等 有害 な 菌を全て 死滅さ

せる こと

と 提 え る こと と した。
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